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確保しようという点にあった（3）。
　しかし，4 世紀末から 5 世紀の初頭に新羅を攻撃した際，高句麗（指導者は好太王，新




































（6） 和田萃『体系日本の歴史 2　古墳の時代』小学館，1988 年，276 頁。
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天皇〕が即位せずに指揮を続けた）は翌 661 年から三次にわたり，合計約 3 万 7 千人の兵
力及び 170 隻余りの船舶を動員して朝鮮半島に上陸した。そして百済軍と協力して一時は
新羅軍を破ったものの，唐は新羅を支援するため 7 千名の兵力と 170 隻余りの船舶から成
る水軍を白村江（百済の南部に注ぐ川）に派遣した。この事態に，百済では政権内部が混
乱して援軍の派遣が遅れ，倭国軍は唐軍を上回る 1 千隻の船舶を投入したものの，4 百隻












































（12）荒井孝重『戦争の日本史 7 蒙古襲来』吉川弘文館，2007 年，25 頁。
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（14）『福岡県史第 1 巻（下）』1962 年，61 頁。
（15）服部英雄『蒙古襲来と神風』中央公論新社，2017 年，108-109 頁。
（16）王勇『人間選書 232 中国史の中の日本像』農山漁林文化協会，2000 年，第 6 章を参照。




























































































































































































































































































ため，明治政府は，西郷従道（隆盛の実弟で陸軍中将）を指揮官とする 3 千 5 百名余りの






















































及び大連（いずれも遼東半島の重要な港町）を占領した（1894 年 11 月）。また海軍も連
































































 （2019.3.21 受稿，2019.5.24 受理）
（55）前掲書『歴史を読み解く』195-96 頁。
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〔抄　録〕
　古代―19 世紀の日本は，「海上大国」及び「陸上大国」の弱体あるいは不在によって東
アジアの政治秩序が不安定な場合には，戦争によって一定の成果を挙げていた。その一方，
大国が強大であった場合には戦争で敗北を喫してきた。また，稚拙な外交によって大国か
らの侵略戦争を招く事態もあった。
　その一方，大国との関係を巧みに利用して，内戦や軍事侵略危機を収拾し，さらには国
益の確保に結び付ける事例も見られた。また，国力の不足等から軍事侵攻を断念する事例
も見られた。そして，日本に対する軍事侵略を回避するには，大国との間で互いの支配す
る領域を不可侵とする関係を築く，あるいは関係を断って「鎖国」体制を守ることが重要
となっていた。
　また，戦争の繰り返しや長期化は，日本に不利や負担をもたらすことが多かった。それ
はさらに，日本と大国との間に緊張を高める要因となっていった。
―83―
水野　均：古代―19 世紀の日本と戦争
